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論文内容の要旨

(目的)

コバjレト曝露の生体指標として血中および尿中コバルト濃度の測定が有効であるか否かを検討する為'

に超硬合金工具製造工場で働く労働者のコバノレ卜個人曝露濃度，血中および尿中コバルト濃度を測定し

その関係をしらべた。

(方法ならびに成績)

超硬合金工具製造工場において，コバルトに曝露されている 175 名(男 170 名，女 5 名;年令 38.5

士 9.7 才，範囲19-60才;曝露歴 10.0 :::t 4.9 年，範囲 0.5 -24年)の労働者を対象とした。個人曝露濃

度の測定には，携帯用ポンプ CDupont， P2500) を用いて 2.0t /rninの流量で:呼吸位置付近の被検空気

を吸引し，直径37rnrnのセルロースエステルメンプランフィ lレター CMillipore HA) 上にコバノレト粉塵

を捕集した。粉塵中のコバノレトの定量は硝酸と塩酸の混酸液中にコバルトを溶出させ原子吸光光度計l乙

て定量した。採血は作業時間中の任意の時刻に行い，その 1 rnt を -70
0

Cで凍結，凍結乾燥，低温灰化

した後， 1 N硝酸 0.5rnt に溶解し，無炎原子吸光光度計 lとて血中コバルト濃度を定量した。採尿は週半

ばのほぼ作業終了時に行い その 100 rnf を湿式灰化 APDC/MIBK抽出した後原子吸光光度計に

て尿中コバルト濃度を測定した。

マスクを使用していない労働者 150 名を作業場又は作業の種類により， 10群にわけ，各群の平均個人

曝露濃度，平均血中濃度および平均尿中濃度を求めた。コントロール群として，同工場で働く男子事務

労働者20名の平均血中及び尿中濃度を用いた。

全ての曝露群において，血中および尿中コバルト濃度はコントロール群よりも有意に高くなっていた。
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個人曝露濃度と血中濃度との関係は， Y = 0.0044 X + 0.23 (r = 0.96 , P < 0.001 , X は個人曝露濃

度 μg/nf， Y は血中濃度 μg/df) と直線で非常に良い相関が得られた。同様に尿中濃度と個人曝露

濃度も Y 二 0.67 X + 0.9 (r = 0.99 , P < 0.001 , Y は尿中濃度 μg/ f) と非常に良い相関を示し，

血中及び尿中コバルト両濃度とも曝露の良い指標となる事が示された。 100μg/nfの曝露に対応する

血中濃度は95%の信頼限界で 0.57 ー 0.79μg/df 尿中濃度は59 ー 78μ g/f と算出された。また，マ

スクを装着している労働者25名の平均血中および尿中濃度は，非装着群のそれぞれ 2/5 ， 1/8 の数

値を示した。

(総括)

コバルト曝露労働者の血中及び尿中濃度は 非曝露労働者のそれより有意に高かった。 28-367μg 

/nfという広い曝露範囲内において血中濃度及び尿中濃度が曝露濃度と直線で非常に良い相関を示した

事から，両濃度を曝露の指標として使える事が明らかになった。マスク装着労働者においては，その血

中尿中濃度が保護具の有効性の指標になると考えられる。

論文の審査結果の要旨

労働衛生分野においては，症例の発掘の大切さもさる事ながら，労働者の健康管理の上で，有害物曝

露の状況を的確に捕らえる乙とが大切である。乙の論文は，今まで未知であった，コバルト曝露労働者

における曝露濃度と生体濃度との関係を，充分数の労働者を対象に用いて明白にし，コバルト曝露にお

ける生物学的モニタリング法を確立した点に意義がある O
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